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研究成果の概要（和文）：教育学部在籍の英語教員志望生を主な研究対象として、彼らの専門職能と自律的成長を促す
省察的ポートフォリオを開発するために、理論と実践の統合を通して継続的に研究した。文部科学省から「グローバル
化に対応した英語教育改革」が提唱され、小・中・高を通じた一貫生のある新しい英語教育の推進に貢献できる英語教
員の養成・研修が求められている。学習指導要領が全面的に改訂される2020年に向けて、学校教育全体が大きく見直さ
れ、すべてのキャリアステージにおける教師教育も改善されることになる。これらの動向を見据え、国内外の研究大会
での発表、学術誌への投稿、図書の刊行等により、本研究の成果を結実させることができた。

研究成果の概要（英文）：Through the integration of theory and practice, I have developed reflective 
portfolios in order to enhance EFL teacher trainees’ professional competence and autonomy. The Japanese 
government, which announced the English Education Reform Plan Corresponding to Globalization in 2013, 
expects EFL teachers to contribute to the promotion of a new coherent English teaching system throughout 
primary and secondary education. Towards 2020, when the new Course of Study will be established, teacher 
education programs will also be improved in light of each stage of teacher development. The present study 
has been carried out, taking into account this innovation in pre- and in-service teacher education in 
Japan.I have introduced my research results in a variety of conferences inside and outside Japan and 
publish papers and books on my research interests.
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1. 研究開始当初の背景 

(1) 教師教育のあり方が世界的に見直しされ

る中で、近年欧州評議会が公開した CEFR（ヨ

ーロッパ言語共通参照枠）、ELP(ヨーロッパ言

語ポートフォリオ)、Profile（ヨーロッパ言

語教師教育プロフィール）、及びこれらを源泉

とした EPOSTL(言語教員養成課程履修生のた

めのヨーロッパポ－トフォリオ)が、日本にお

いても紹介され始めた。編集に携わった Dr. 

David Newby (2011)によれば、こうした文書

の導入の成否は、政策立案者、教師教育者、

現職教員（メンター役）等がどの程度深く目

的・理念を理解しているか、また各国の学習・

教育文化の中でどのように文脈化できるかに

関わっている。 

(2) 我が国では、大学英語教育学会(JACET)

教育問題研究会が、EPOSTL を翻案化して日本

バージョンの J-POSTL の開発を試みている。

しかし、日本の教育現場への文脈化はまだま

だ未開拓であり、今後の実践的研究に期待さ

れる。欧米由来の学術を盲信することなくク

リティカルに分析する立場から、本研究は

J-POSTL を参考にしつつ、現場教育により効

果的なポートフォリオの開発に貢献する。 

(3) 本研究者は、これまで学内外で英語教員

志望生・現職英語教員と接触しながら、自ら

教師教育の省察的実践者・研究者（Schön,1983）

として、学習者と共に学び成長し続ける英語

教員を効果的に養成・教育するカリキュラ

ム・プログラムの具体化・実践化を図ってき

た。英語教員志望生のためには、協働的・自

律的・省察的学びへのアプローチ(CARLA)や教

育実習への同種のアプローチ(CARTA)を開発

し、ラーニング/ティーチング・ポ－トフォリ

オの活用を含め、大学での授業や附属学校で

の教育実習でそれらの効果を検証し、研究成

果を国内外の研究大会と学会誌で発表してき

た。こうした一連の研究は、いまだ未開拓と

認識される。 

 

2. 研究の目的 

(1) 本研究は、大学での教員養成教育改革の

今後を見据えながら、日本人英語教員志望生

の専門職能と自律的成長を育むツールとなる

省察的ポ－トフォリオの開発について、理論

的・実践的に研究することを目的とする。言

語学習者用のポ－トフォリオ ELP 及び言語教

員志望生のための EPOSTL の我が国の英語教

員養成教育への文脈化を含め、時代の求める

ポートフォリオの新たな可能性を、国内のみ

ならず国際的な調査研究を踏まえて探求する

ことがねらいである。 

 

3. 研究の方法 

(1) 日本の教員養成系大学・大学院における

英語教員志望生、現職英語教員の教職専門性、

教師オートノミーを育むポ－トフォリオの実

践に関する情報収集・分析を行い、その有用

性を究明する。 

(2) CEFR、ELP、Profile、EPOSTL の実態調査・

分析を踏まえ、またこれまで所属大学で行っ

てきた教員養成プログラムでの取り組みや

J-POSTL の検証等に基づいて、今後日本の各

教員養成機関で柔軟に応用できるポ－トフォ

リオを開発することを目指す。 

(3) 学内の教員養成プログラム履修者、小・

中・高現職英語教員の協力はもちろんのこと、 

日本教師教育学会、大学英語教育学会(JACET)

自律学習研究会・言語教師認知研究会、全国

語学教育学会(JALT)学習者成長研究会他の国

際学会研究会のメンバーたちと協働する。 

(4) 教師教育のための「活動理論」(Activity 



Theory)(Engeström,1987)や「リアリスティッ

ク・アプローチ」(Korthagen, 2001)等を参考

にして、教師教育における省察的アプローチ

の深化と互恵的・共同生成的成長に基づく日

本人英語教員の専門的成長モデル構築の可能

性を究明する。 

(5) 教員の専門職能開発が世界的課題である

ことから、国内外の実践例に関する情報を収

集・分析するとともに、本研究が国際的にも

評価されるように配慮する。 

 

4. 研究成果 

(1) 大学教育学部での教員養成教育 

 英語教員志望生は、以下のように、省察的

ポートフォリオを活用しながら専門的資質・

能力やオートノミーを育んだ。 

1)英語科教育の専門科目で、CEFR、ELP、

Profile、EPOSTL を紹介し、ポートフォリオ

の教育的理念、目的・目標、内容、構成につ

いて説き、学生・教員養成者間で討議し理解

を深めた。 

2) 各自がこれまで受けてきた小・中・高・大

での英語授業を振り返り、それぞれの授業目

的、授業スタイルを分析・省察し、その結果

をグループ・全体で討議した。ポ－トフォリ

オに含まれる授業哲学の重要性を認識した。 

3) 英語教師としてのキャリアステージに応

じて、どのような教育・研修を受けることに

なるのか、どのような専門職能を身につける

ことを期待されているのかを踏まえ、J-POSTL

を参考にして養成段階での自分のゴールを設

定した。 

4) 大学 3 年次に年間通じて実施される附属

校での教育実習を本研究の主な実践の場とし

た。独自のポートフォリオを活用して、目標

設定、計画、実践、観察、省察、新たな目標

設定というサイクルを繰り返しながら、一連

の省察記録をファイル化した。特に、前期・

後期の火曜日に行う Tuesday 実習では、実習

生同士(2・3人)が協働でティーム・ティーチ

ングを行い、生徒グループが協働で英語スキ

ットや英語紙芝居を制作・上演するプロセス

を支援した。実習生・生徒のいずれもが主体

的・協働的な学びを継続し、お互いの課題解

決を図るアクティブ・ラーニングを通して、

互恵的に成長する姿が、ポートフォリオに映

し出された。 

 

(2) 現職教員教育 

 青森県、東北地方の現職英語教員の職能成

長に関わる機会が多かった。代表例として大

学院教育、教員免許状更新について述べる。 

1) 大学院教育 

 本研究者は、大学院研究科の院生である

小・中・高の現職英語教員を、2 年間にわた

り継続的に指導する立場にあった。小学校英

語の中核教員、スーパーグローバルハイスク

ールとして授業改善を図る教員、将来的に国

際バカロレアプログラムの推進役となること

を目指す教員たちに、最新の教育理論を提供

した。本研究者独自のアプローチとして「協

働的・省察的スーパービジョン」を開発し実

践した。院生の自律的成長を支える独自の指

導法として注目された。 

2) 教員免許状の更新講習 

 本研究者は、中・高の英語教員を対象に、

毎年教員免許状の更新講習を担当してきた。

県内外から参加者が見られ、異なる学校教育

現場を紹介・理解し合う場となった。世界的

な視点から、言語教育の最新理論と実践の統

合を心がけ、小・中・高を通じた一貫生のあ

る英語教育のあり方を説いた。各校種間の連



携は必ずしもうまくいっておらず、課題が浮

き彫りになった。優れた言語指導者の有する

特徴について、あるいは欧州の複文化主義、

複言語主義、ELPの日本への文脈化の可能性、

さらには学習者オートノミーと教師オートノ

ミーの重要性に関する認識等について、参加

者が討議後に記述したデータを分析すること

も、本研究の一部となり、成果の発表にもつ

ながった。 

 

(3)成果の発表 

 本研究者は、毎年全国・国際レベルの研究

大会に参加して、研究成果を発表するととも

に情報収集を図った。特に、大学英語教育学

会自律学習研究会の代表として、国際大会で

シンポジウムを主催し共同発表を行った。ま

た、日本在住の外国人英語教員の多くが会員

登録している全国語学教育学会の国際大会で

は、学習者成長研究会のメンバーとしてフォ

ーラムで研究成果を発表し続けた。さらに、

世界応用言語学会、IATEFL の学習者オートノ

ミー研究会主催の国際学会に参加し、日本で

の研究成果を世界発信することができた。こ

れにより、日本のみならず海外刊行による学

術誌・著書にも論文が掲載された。 
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